






5.要約 

集団の場における動作,行動,自然の状態における姿勢,指示に対する反応,絵画などについ

て満 4才時点の観察と評価を行った。 

運動機能,言語機能,集団における場面への適応性などにおいて発達を遂げつつあり,日常

生活に支障のある偏りは見出されなかった｡同一年令の標準に比較して遅れと認められた

点は背臥位からの起き上り動作であり,全例,3 才未満に一般的にみられるパターンを示し

ていた。 

筆や鉛筆のもち方,片足立ちの安定性などには若干の個人差が認められていた。 

指示に対応して動作を行う範囲が広がっているので今後の観察には自然の状態の観察に加

え,特定の負荷を加えた時の反応についても観察を加えることが精度を高めることになろ

う。 


